
「佐渡島の金山」の世界文化遺産登録を祝ってくす

玉を割る地元関係者ら＝27日午後、新潟県佐渡市

「これからが大事」冨学監

「
駄
渡
許
の
金
山
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
で

は
、
世
界
遺
産
委
員
会
で
行
わ
れ
た
審
議

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
地
元
住
民
や

関
係
者
ら
約
2
0
0
人
が
見
守
っ
た
。
2
0

分
ほ
ど
の
審
議
で
世
界
文
化
遺
産
へ
の
澄

き
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「

録
が
決
ま
る
と
歓
声
が
土
が
り
、
用
意
さ

れ
た
金
色
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
打

ち
鳴
ら
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

市
民
団
体
「
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る

会
」
の
中
野
胱
会
長
（
8
3
）
は
「
こ
れ
か
ら

が
大
事
。
景
重
な
文
化
遺
産
を
守
り
、
括

用
し
て
、
こ
の
島
が
豊
か
に
な
る
よ
う
皆

さ
ん
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
壱
あ
い

さ
つ
し
た
。
そ
の
後
の
記
者
会
見
で
は
、

こ
れ
ま
で
反
発
し
て
い
た
韓
国
が
登
録
に

賛
成
し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
い
か
に
仲
良

く
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な

わ
れ
わ
れ
の
責
務
だ
と
思
う
」
と
語
っ

た。
出
目
か
ら
家
族
旅
行
で
島
を
訪
れ
て
い

る
長
野
県
の
小
山
田
サ
ト
ル
さ
ん
（
5
7
）

は
、
審
議
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
と

い
い
、
「
登
録
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
ら
れ

て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
。
「
砂
金
採
り
体
験

な
ど
が
で
き
て
面
白
か
っ
た
。
他
の
観
光

施
設
や
、
昔
な
が
ら
の
町
並
み
も
あ
る
の

で
、
ま
た
来
た
い
」
と
話
し
た
。

島
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
県
職
員
、
今

井
友
佳
さ
ん
（
哲
は
、
「
世
界
遺
産
登
録
を

き
っ
か
け
に
、
海
や
食
な
ど
佐
渡
の
良
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
し
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

江
戸
時
代
の
坑
道
の
様
子
な
ど
を
見
学

で
き
る
観
光
施
設
を
運
営
す
る
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
佐
渡
」
の
鈴
木
徹
社
長
（
撃
は
、
取
材

に
「
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
る
▲

と
患
う
の
で
、
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
べ
く
、
努
力
し
た
い
」
と
答
え
た
。

佐
渡
市
長
ら
「
ま
だ
夢
見
心
地
」
■

【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
時
事
】
「
ま
だ
夢
見
心
地
だ
」
。
イ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
世
界
遺
産
委
員
会
の
審
議
を
見
守
っ

た
新
潟
県
佐
渡
市
の
渡
辺
竜
五
市
長
や
花
角
英
世
県

知
事
は
、
「
佐
渡
島
の
金
山
」
の
登
録
が
決
ま
る
と
馨

の
表
情
を
浮
か
べ
た
。
各
国
代
表
団
の
関
係
者
か
ら

次
々
と
祝
福
を
受
け
る
と
、
満
面
の
笑
み
で
応
え
た
。

審
議
後
は
「
佐
渡
島
の
金
山
」
と
書
か
れ
た
法
被

に
袖
を
通
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
見
守
っ
た

日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場
と
議
に

万
歳
三
唱
し
た
。
「
島
民
の
夢
が
い
ま
実
現
し
た
。

夢
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
だ
。
今
回
が
本
当
に

ス
タ
ー
ト
だ
」
と
渡
辺
市
長
。

花
角
知
事
は
「
長
年
の
県
民
の
願
い
が
実
現
す
る

瞬
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
喜
び
を
多
く
の
人

と
分
か
ち
合
い
た
い
。
世
界
遺
産
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

｝
佐
渡
島
の
金
山
「
世
界
の
宝
に
」
　
岸
田
文
雄
首
相

は
冒
、
「
佑
渡
許
の
金
山
」
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
の
世

界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
決
定
を
受
け
、
「
日
本
の
宝
か

ら
世
界
の
宝
と
な
っ
た
」
と
歓
迎
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
た
。
「
世
界
的
に
比
類
な
い
雷
な
文
化
遺
産
だ
」

と
し
た
上
で
、
「
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
守
り
、
将
来
に

引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
地
元
関
係
者
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

首
相
は
こ
の
後
、
新
潟
県
の
花
角
英
世
知
事
、
佐
渡
市

の
渡
辺
竜
五
市
長
に
電
話
で
「
心
か
ら
う
れ
し
く
思
う
。

地
元
と
の
緊
密
な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
に
た

ど
り
着
い
た
」
と
祝
意
を
伝
え
た
。


